
平成23年度　村政懇談会質問およびその後の対応

No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ23・12月末現在の進捗状況 H24･5月末現在の進捗状況

1 真崎 H23.7.6 原子力対策課

空間線量について，地点
が，校庭や園庭のどの地点
なのかホームページでは読
み取ることができない。校庭
を細かく測ってもらいたい。

学校に放射線量測定器を設
置し，先生が授業の合間に
測っている。保育所，幼稚園
には設置していないため早急
に購入したい。

放射線測定器を各小中学
校，幼稚園，保育所(園)に
配備し先生等が測定してい
る。

測定地点については，校庭
が５点（サイコロの５の目の
形状），園庭が４点（サイコ
ロの３の目の形状及び砂場
１点）を測定している。ま
た，放射線測定器を各小中
学校，幼稚園，保育所(園)
に配備しており，引き続き
先生等が細かく測定してい
る。

2 真崎 H23.7.6

環境政策課
（懇談会開催
時はごみゼロ
推進課）

班に入れない人は清掃セン
ターに直接ゴミを持ち込んで
いるが，今後，清掃センター
には持ち込めないのか。「新
しく班を作ればよいのでは」
といわれるが，適当な場所
が見つからない。
新しい住民，班に入れない
人のごみの搬出が遠くにな
ることについてどう考えてい
るのか。

設置場所がないというのであ
れば，集積所については自
治会長からの要請があれば
設置場所が決まるまでの間
について考える。

地元自治会への加入を条
件として，公共施設敷地の
一部へのごみ集積所設置
基準等を検討している。

自治会への加入が条件と
なるが，ごみ集積所の公共
施設敷地への設置につい
て検討している。
また，清掃センター敷地内
に臨時のごみ集積所の設
置を検討している。

3 真崎 H23.7.6 介護福祉課
災害援助計画について，３
年前から始めているが，い
つ完成するのか。

８月中に再度，自治会，地区
社会福祉協議会，民生委員
を含めた検討委員会を再開
し，遅くとも今年度中には完
成させたい。

単位自治会ごとの避難支
援体制づくりについて検討
中であり，年度内に全体計
画策定，その後，個別避難
支援計画に入る予定でい
る。

平成24年2月に全体計画が
策定され，現在，災害時要
援護者個々の避難支援を
行うため，地域の体制づくり
を進めている。



No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ23・12月末現在の進捗状況 H24･5月末現在の進捗状況

4 真崎 H23.7.6
みちづくり課
（旧道路整備
課）

国道２４５号線の拡張につい
て，今回の震災で計画がス
トップされたのか，継続して
いるのか。

原子力機構核燃料サイクル
工学研究所と原子力科学研
究所前から工事を進める予
定でいたが，原子力科学研
究所前は用地交渉に時間を
要していることから，変更して
日本原子力発電所前から整
備を始める予定。厳しい状況
だが続けていく。

日本原子力発電所グラウン
ド前周辺の道路用地測量と
白方地区から豊岡三叉路
付近までの地権者等を対
象に説明会を開催した。
　また，宿地区については，
土地買収及び移転交渉等
を実施している。

事業推進中。

5 村松 H23.7.7 原子力対策課

われわれの避難場所は村松
コミセンと照沼小学校の２か
所。村松コミュニティセンター
は，津波を考えると避難所と
しては危険である。そのよう
な状況を踏まえて，ハザード
マップの早急の見直しをお
願いしたい。

水路，川を渡るというのも恐
いかと思う。その辺を考えな
がら，高台に避難していただ
くというのが前提かと考えて
いる。ハザードマップの見直
については，そのあたりを考
慮していく。

津波ハザードマップについ
ては，茨城県が実施した津
波浸水想定区域調査に基
づき作成したもので，現在
県では見直しのため，専門
家による茨城沿岸津波対
策検討委員会を設置し，津
波対策に必要な海岸及び
河川河口部における計画
堤防高や津波浸水想定な
ど技術的な検討を行ってい
る。検討結果がまとまり次
第津波ハザードマップの見
直しといった津波対策を進
めていく。

現在も引き続き，県の茨城
沿岸津波対策検討委員会
において，津波対策に必要
な海岸及び河川河口部に
おける計画堤防高や津波
浸水想定など技術的な検
討を行っている。検討結果
がまとまり次第津波ハザー
ドマップの見直しを行ってい
く。



No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ23・12月末現在の進捗状況 H24･5月末現在の進捗状況

6 村松 H23.7.7 学校教育課

照沼小学校を早急に建設し
て，われわれが避難できるよ
うな体制の整備をお願いした
い。

小学校の建設はこれまで３年
計画だったが，子どもたちが
村松小学校で授業を実施し
ていることから，敷地全体で
工事が進められる状況にあ
る。このため，工事の間隔を
狭めて進めていきたいと考え
ている。

照沼小学校建設工事は平
成２３年１１月２日に契約締
結され，すでに工事が始
まっている。工期について
は，グラウンドを含め平成２
５年７月末完成予定だった
ものを，校舎建設工事とグ
ラウンド整備工事を一体に
行うことで，平成２５年１月３
１日までに完成となる見込
みであり，当初予定より約
６ヶ月工期が短縮できる見
込みである。

照沼小学校建設工事は現
在施工中である。工期につ
いては，グラウンドを含め平
成２５年７月末完成予定
だったものを，校舎建設工
事とグラウンド整備工事を
一体に行うことで，平成２５
年１月３１日までに完成とな
る見込みであり，当初予定
より約６ヶ月工期が短縮で
きる見込みである。

7 村松 H23.7.7

消防防災課
（懇談会開催
時は原子力
対策課）

Ｊ‐アラート（全国瞬時警報シ
ステム）の配備はどうなって
いるのか。

Ｊ‐アラートは緊急又はテロ時
に使用するために国補助で
導入したもの。機械の配備は
３月末に完了したが，本稼働
はこれからとなる。

Ｊ‐アラートについては，現
在稼動できる状態にあり，
手動ではあるが村の防災
無線にて放送が可能な状
態にある。

Ｊ‐アラートからの情報であ
る震度５強以上の地震，津
波警報，大津波警報につい
ては自動で村防災無線を
通じ放送が可能な状態にあ
る。

8 村松 H23.7.7

消防防災課
（懇談会開催
時は消防本
部）

今回の震災で自主防災組織
が整っていれば，避難の仕
方や水の問題に対しても，も
う少し早い対応ができたので
はないかと感じている。１年
過ぎた現在で，自主防災組
織が何団体になっているの
か。

自主防災組織は昨年，豊白
区で立ち上げ現在７組織。更
に，今年度，舟石川一区，真
崎区，舟石川中丸区で組織
づくりを目指している。

平成２４年１月に村松北区
自治会自主防災組織が発
足し現在８組織。また，平成
２４年度に真崎区，舟石川
中丸区で設立が予定されて
いる。

平成２４年４月に真崎区自
治会自主防災組織が発足
し現在９組織である。
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9 村松 H23.7.7 総務課

防災行政無線について，内
容が職員募集や，まつりの
開催内容であったりと広範
囲に及んでいる。あまりにも
行政からのお知らせが多く，
これでは緊急時に誰も聞い
てくれないのではないか。使
用方法について，見直しが
必要では。

事業が近くなると住民の求め
る情報を広報している。緊急
時と区別がつかないとのこと
だが，本当の緊急時にはサイ
レンを鳴らして放送する。

　防災行政無線は，地域防
災計画に基づく災害対策事
務に利用するため設置した
ものだが，平常時において
は，「村ホームページ」や
「広報とうかい」と同様，村
の行政情報を多くの村民の
方々に周知するための役
割も担っており，平常時の
重要な情報媒体として位置
付けている。
このことから，平常時の放
送も引き続き継続していく
が，放送する際には，その
内容を精査した上，その事
案を限定したり，極力簡潔・
明瞭にするよう努めるの
で，御理解願いたい。
また，御指摘の点について
は，放送前に非常通信にて
サイレン（警報音）を鳴ら
し，緊急放送と平常時放送
を区分するよう対処してい
く。

「H23.12月現在の進捗状
況」に記載した考え方に基
づき実施中。



No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ23・12月末現在の進捗状況 H24･5月末現在の進捗状況

10 石神 H23.7.8

環境政策課
自治推進課
都市政策課

湧水が震災で大変役立ち，
毎日たくさんの方が水を汲
みに並んでいた。願船寺の
晩鐘地は，東海十二景の１
つになっている。その境内の
中にある貴重な池で，災害
時も大切な池。この池をきれ
いにしたいという仲間もい
る。古い家がなくなればそこ
に玉砂利でも敷いて，東屋
でも建てて，癒しの場にもな
るし，震災の時にはその水を
役立てたいとも思ってる。

東海村の名水とまではいか
ないが，そういうものを作って
おくと，自然を大切にするきっ
かけになるし，災害のときに
も役立つ。今後そういう場所
を調査して保全を考えてもよ
いと思う。皆さんから，「こうい
う場所がある」というのを積極
的にお出しいただきたい。

古い家は，建て主が壊し更
地となった。地元有志が整
備を考えているが，土地所
有者の願船寺の同意が必
要である。平成２４年２月中
に世話人会があるため，そ
の中で湧水池等の整備に
ついて話し合いを行う予定
と伺っている。

地域や有志で活動を行う場
合は，村としても支援してい
きたい。
なお，湧水については，湧
水マップに位置づけること
を考えている。

11 石神 H23.7.8

みちづくり課
（旧道路整備
課）
経済課

前川・後川樋管について，電
源が落ちたときにどうするか
考えていただきたい。

ディーゼル発電機を付ける
か，遠隔装置の対応を考えて
いきたい。

国土交通省に対し，非常用
ディーゼル発電機及び遠隔
操作の設置について要望し
ている。

引き続き国土交通省に対
し，非常用ディーゼル発電
機及び遠隔操作の設置に
ついて要望している。

12
舟石川・
船場

H23.7.13 原子力対策課

放射線量の，きめ細やかな
対応を原子力発祥の地であ
る東海村こそ，率先して行っ
ていただきたい。

対応は遅れているが線量計
を増やす。測定箇所も，もう
少し細やかに対応する。子ど
もは学校だけではなく公園で
も遊ぶのでグラウンド等にも
測定箇所を増やす。

放射線量については，村内
を１キロメートル四方で区切
り全区域を測定し結果を公
表する。また，学校等の校
庭・園庭や公園，コミセンな
どについては定期的に測定
を行う。

学校等の校庭・園庭や公
園，コミセン等については
定期的に測定し，結果を公
表している。また，放射線測
定器貸出し事業における測
定結果を村内を１キロメート
ル四方で区切った区域ごと
に公表している。



No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ23・12月末現在の進捗状況 H24･5月末現在の進捗状況

13
舟石川・
船場

H23.7.13

消防防災課
（懇談会開催
時は原子力
対策課）

避難所に海抜の表示がある
のか。小学校や保育所等に
も表示をしていただきたい。

避難所の高さは，場所によっ
ては４．２ｍというところもあ
る。「海抜何ｍ」という表示に
ついては，貴重な御意見で進
めていきたい。

避難所の海抜表示につい
ては，地域の防災拠点であ
る各コミュニティセンターに
表示している。他の避難所
についても検討していく。

海抜表示については，各コ
ミュニティーセンターに表示
したことから，他の公共施
設にも表示するとともに，低
地部においては，村所有の
カーブミラー，防犯灯，街路
灯を利用し表示することで
進めている。

14
舟石川・
船場

H23.7.13
みちづくり課
（旧道路整備
課）

東海村から救急車が佐和方
面に行くときに，小松原笠内
線が延伸すると消防から近く
なると思うが。

中央公民館からフローレスタ
須和間方面に向け道路がで
きているが，そこからひたち
なか市まで村の区間は約３４
０ｍある。その先はひたちな
か市の区域になるが，道路
整備については平成２５年を
目途に両市村で協議を行い，
お互い整備を進めていく状
況。

小松原笠内線延伸の測量
調査設計を平成２３年１０月
に発注し，現在作業を進め
ている。

道路用地については，開発
業者と協議を進めている。
承諾が得られれば用地測
量に入る。ひたちなか市も
同時進行で進めており，平
成２５年度末に供用開始で
きるよう事業を進めている。
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15
舟石川・
船場

H23.7.13

政策推進課
原子力対策
課
自治推進課

私たちの地域防災機能向上
のため要望書を提出した。
熱のこもった非常に重要な
要望書であると考える。これ
について，出しっぱなしでは
納得がいかないので，ぜひ
文書でもって地区自治会の
方に回答をいただきたい。

「災害に強いまちづくりをどの
ように進めていったらよいか」
ということで，第５次総合計画
では３つのプロジェクトに追加
している。加えて６地区自治
会や議会からの要望をまとめ
回答を作成していく。行政だ
けではなく，自治会も何らか
の形で協議に加わっていただ
き，一緒に回答をしていきた
い。

村では，今回の震災から得
た多くの教訓を活かすため
「東日本大震災の教訓を活
かしたまちづくり推進プラン
（仮称）」の策定を進めてい
る。このプランの策定にあ
たっては，議会や自治会連
合会からの要望を勘案して
いるほか，１１月から１２月
にかけ実際に各地区自治
会にも出向き意見を聴取し
ている。この意見について
はプランに反映させていく。

「東日本大震災の教訓を活
かしたまちづくり推進プラ
ン」については，平成24年2
月に策定をした。
なお，自治会からの要望に
ついての詳細な回答は，平
成24年度の村政懇談会時
に文書で報告させていただ
く。

16
舟石川・
船場

H23.7.13
都市政策課
区画整理課

素鵞神社脇公園を村では今
後どのように考えているか。
また舟石川小学校の脇のビ
オトープについて，荒れたま
まになっているが整備につ
いて村の方でどう考えている
か。

ビオトープについては保全配
慮地区ということで位置付け
がされている。今年度設定の
手続きを行い，予算的には今
年用地買収を行いたい。
　素鵞神社脇の公園整備に
ついて，大きなもみじの木が
あり，移植の補償手続きを
行っている。それが終了次第
総合的に整備を進めていく。

素鵞神社のもみじの木は補
償交渉中。公園の山林は
補償契約を締結し，一部伐
採作業を予定。
 来年度は，公園外周の整
地を行なう。その後，地域と
十分協議しながら地域の
ニーズに合った公園づくり
を進めていく。
舟石川ビオトープは，１月よ
り地権者を対象とした用地
取得交渉に着手する予定。

素鵞神社のもみじの木は補
償契約がまとまり，11月頃
の移設を予定している。

公園予定地の外周部分の
立竹木伐採作業は既に終
了し，今後は，伐根作業，
法面整形及び粗整地を9月
末頃に完了予定。
その後，年内12月頃に，地
元の方々を中心とした公園
整備に係る検討組織を立ち
上げ，地域の意見を集約し
ながら，公園整備事業に着
手する。

舟石川ビオトープについて
は，用地取得完了1件，交
渉中２件となっている。
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17
舟石川・
船場

H23.7.13 原子力対策課

放射線の知識を得たいとい
うことで勉強会等を計画して
いる。しかし，それに合う測
定器がなかなか入手できな
い。ＪＣＯ事故以降，県から
村には相当数の測定器が配
布されているはず。ぜひ勉
強会等にはその測定器を貸
し出して欲しい。

今現在，補正予算で測定器
を３０台購入し，幼稚園や保
育所等に配布していく予定。
講演会や村が行う説明会に
持っていき，使用方法を説明
しながら責任者を決めて貸し
出すことは可能である。

現在，放射線測定器の無
償貸出しを行っている。

現在も引き続き，放射線測
定器の無償貸出しを行って
いる。

18 中丸 H23.7.14 自治推進課

集会所の被害状況の報告が
なかったが村としてはどう
扱っているのか。緑ヶ丘集会
所は修理しないと使用できな
い状況になっているが，修理
の予算は村としてどのように
お考えか。

負担割合について検討してい
く。

震災で被災した集会所に対
し，被災した箇所の改修の
場合に限り，補助対象経費
に要した額から５万円を引
いて得た額の１０分の９以
内の額（補助限度額１３００
万円）を補助する要綱を制
定した。１２月末現在２自治
会が申請済み。

平成23年度には，４自治会
（緑ヶ丘，宿，岡，白方）から
申請があり，補助金を交付
した。

19 中丸 H23.7.14 環境政策課
井戸水の検査について，どう
考えているのか。

現段階では井戸水について
は個人負担となる。この放射
能濃度については，東海村
全体を網羅した形で調査をし
てまいりたい。

村では，井戸水の放射能濃
度の検査を無料で実施して
いる。

事業推進中。



No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ23・12月末現在の進捗状況 H24･5月末現在の進捗状況

20 中丸 H23.7.14

環境政策課
（懇談会開催
時はごみゼロ
推進課）

東海村清掃センターは今ま
で通り，不燃ごみと資源物は
集めるということだが，でき
れば可燃ごみも集めて欲し
い。

集積所が見つからない方は，
清掃センターの一部にその方
たちのごみを置く場所を設け
るという対応も考える。

地元自治会への加入を条
件として，清掃センター敷地
の一部へごみ集積所を臨
時に設置するための基準
等を検討している。

自治会への加入が条件と
なるが，ごみ集積所の公共
施設敷地への設置につい
て検討している。
また，清掃センター敷地内
に臨時のごみ集積所の設
置を検討している。

21 中丸 H23.7.14

環境政策課
（懇談会開催
時はごみゼロ
推進課）

ひたちなか市や日立市は道
路にゴミを置くことが認めら
れている。道路や公園でもよ
いので検討をいただきたい。

公園の担当者と検討して，公
園に置けるのかどうか，今ま
での経緯もあるので調べてい
きたい。

地元自治会への加入を条
件として，公共施設敷地の
一部をごみ集積所を設置す
るための基準等を検討して
いる。

自治会への加入が条件と
なるが，ごみ集積所の公共
施設敷地への設置につい
て検討している。
また，清掃センター敷地内
に臨時のごみ集積所の設
置を検討している。

22 中丸 H23.7.14 下水道課

調整池がブルーシートで覆
われているがどのように工
事をするのか。いつ頃から本
工事に入るのか。

今は仮復旧で安全対策のた
めにブルーシートで養生して
いる。現在，復旧に伴う調査
を行っている。調査が終わり
次第，対策工事に入ってい
く。

調整池の法面はアスファル
ト処理されており，それが一
部破断されている。その部
分をはがして下地を確認し
てから補修する計画でい
る。工事は１月に発注予
定。

工事を２月に発注し，調整
地法面復旧を破断されたア
スファルト舗装から布製型
枠コンクリートマット工法に
換え，３月に完了した。



No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ23・12月末現在の進捗状況 H24･5月末現在の進捗状況

23 白方 H23.7.15

みちづくり課
（旧道路整備
課）
経済課

震災の２時間後くらいに久慈
川の様子を見に行ったら，水
門から水が水田の方に逆流
していた。管理者も心配して
いたが，役場の方から指令
がないと水門を閉めることが
できない。個人の判断で水
門を閉める等の対応ができ
れば，亀下区等は水害に遭
わなかったのではないかと
思う。対応の改善をお願いし
たい。

今回のような突発的な津波
のときには，作業員の安全確
保が最優先である。樋管には
絶対近づかないでいただきた
いとのことだった。今後は何
らかの手段でゲートを閉じる
ことができるように要望してい
く。

引き続き，遠隔操作による
水門閉鎖ができるよう要望
していく。

国土交通省と立会い，自重
落下による門の閉鎖ができ
ることを委託操作員と共に
確認したが，緊急時は安全
優先から，引き続き遠隔操
作による水門閉鎖ができる
よう要望していく。

24 白方 H23.7.15 原子力対策課

久慈川沿岸の津波対策や原
子力施設北側沿岸の早急な
津波対策をしていただきた
い。

井戸水の問題，給水車の問
題，放送塔の電気が切れてし
まった等いろいろな問題がク
ローズアップされている。津
波の問題もあり役場内部で
問題点を注出する。

津波対策ついては，現在県
では専門家による茨城沿岸
津波対策検討委員会を設
置し，津波対策を実施する
ために必要な海岸及び河
川河口部における計画堤
防高や津波浸水想定など
技術的な検討を行ってい
る。今後検討結果がまとま
り次第国及び県とともに津
波対策を進めていく。

現在も引き続き，県の茨城
沿岸津波対策検討委員会
において，津波対策に必要
な海岸及び河川河口部に
おける計画堤防高や津波
浸水想定など技術的な検
討を行っている。検討結果
がまとまり次第津波ハザー
ドマップの見直しを行って行
く。

25 白方 H23.7.15 原子力対策課

震災のあとも余震が続いて
いる状況だが，近隣の市町
村が発表している震度より
東海村が発表している震度
がワンランク低いがなぜか。

以前から「東海村の震度が周
りの市町村より低い」との意
見がある。茨城県と協議をす
る予定。

平成２４年３月末頃までに
震度計の移設を行ってい
く。

茨城県と設置場所の協議
を行い，平成２４年３月２７
日に震度計の移設工事が
完了した。
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26 白方 H23.7.15
環境政策課
都市政策課

村の環境保全地域に産業廃
棄物業者が入り，瓦礫を入
れられている。自然を荒らさ
れているという問題について
どう考えているのか。

これについてはまだ明確な方
針を持っていない。東海村は
土地利用制限地域を設けて
いない。それについては，もう
少し制度化していく。

環境政策課では，悪質な埋
立てを未然に防止するため
土地の埋立て等を規制する
通称「残土条例」の規制強
化について検討している。

「残土条例」の罰則の強化
を図るため，水戸検察庁と
協議する準備を進めてい
る。


